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７
月
エ
コ
協
通
信

　

10
地
区
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
取
り
組
み
を
順
番
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

第
６
回
は
猪
野
瀬
地
区
と
村
岡
地

区
で
す
。

　
■
猪
野
瀬
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　

当
協
議
会
は
平
成
14
年
か
ら
、
区
長
会

以
下
12
の
団
体
で
構
成
さ
れ
、
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
環
境
整
備
事
業

　
「
気
軽
に
山
登
り
が
楽
し
め
る
大
師
山
」

を
目
指
し
、
登
山
道
草
刈
り
な
ど
の
整
備

を
始
め
、
階
段
設
置
、
登
山
道
入
口
の
案

内
板
な
ど
各
種
表
示
板
や
標
柱
の
設
置

や
、
山
頂
に
方
位
盤
の
設
置
、
桜
の
植
樹
、

雑
木
の
伐
採
、
大
師
山
散
策
マ
ッ
プ
の
作

製
、
主
な
樹
木
や
草
花
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
の
取
り
付
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

●
遺
跡
関
連
事
業

　

泰
澄
母
の
墓
所
（
毛
屋
区
）
の
整
備
、

泰
澄
像
を
祀
る
太
子
堂
（
大
師
山
）
の
修

復
工
事
、
猪
野
瀬
遺
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
の

作
製
と
展
示
。
ま
た
猪
野
瀬
遺
産
め
ぐ
り

コ
ー
ス
の
案
内
看
板
設
置
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
作
製
・
遺
跡
巡
り
ウ
ォ
ー
ク
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、「
食
」
の
関
連
事
業

と
し
て
特
産
の
メ
ロ
ン
を
使
っ
た
お
菓
子

コ
ン
テ
ス
ト
や
、
伝
承
料
理
教
室
な
ど

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
元
各
町

内
の
住
民
の
交
流
の
場
、
他
地
区
か
ら
来

ら
れ
た
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
楽
し
く

意
義
の
あ
る
活
動
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
・
む
ろ
こ
の
会

●
村
岡
山
里
山
公
園
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

山
頂
の
城
跡
地
の
公
園
化
を
め
ざ
し
、

登
山
道
の
階
段
整
備
、
頂
上
周
辺
の
草
刈

り
、
張
り
巡
ら
さ
れ
た
郭
に
雑
木
を
活
用

し
た
梯
子
を
設
置
し
ま
し
た
。
村
岡
山
の

写
真
･
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施
。
毎
年

八
月
十
六
日
に
は
「
か
ち
山
ち
ょ
う
ち
ん

登
山
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
花
い
っ
ぱ
い
推
進
活
動

　

恐
竜
通
り
の
敷
地
に
黄
花
コ
ス
モ
ス
の

種
ま
き
を
行
い
、
九
月
中
旬
か
ら
一
ヶ
月

ほ
ど
博
物
館
に
来
館
さ
れ
る
観
光
客
に
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
推
進
の
た
め
住
民
の
皆
さ

ん
に
大
輪
ア
サ
ガ
オ
の
種
ま
き
や
パ
ン

ジ
ー
の
種
ま
き
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
活
動

　

浄
土
寺
川
に
飛
ぶ
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
を
勧

め
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
、
村
岡
公
民

館
前
に
大
き
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
付
け
、
ご
覧
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
明
る

い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
毎

年
午
後
10
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

●
村
岡
町
文
化
祭

　

ま
ち
づ
く
り
・
む
ろ
こ
の
会
が
中
心
に

な
り
、「
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
村
岡
の
和
」

を
テ
ー
マ
に
、
公
民
館
、
小
学
校
、
幼
稚

園
を
会
場
に
様
々
な
皆
さ
ん
に
よ
る
舞
台

発
表
、
展
示
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
市
は
、
国
内
で
も
有
数
の
恐
竜

化
石
産
地
で
す
。
古
く
か
ら
、
白
亜
紀

の
ト
リ
ゴ
ニ
オ
イ
デ
ス
（
二
枚
貝
）
が

含
ま
れ
る
地
層
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

北
谷
町
杉
山
の
露
頭
（
崖
）
で
は
、
平

成
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
福
井
県
の

恐
竜
化
石
発
掘
調
査
に
よ
り
、
フ
ク
イ

サ
ウ
ル
ス
、
フ
ク
イ
ラ
プ
ト
ル
、
フ
ク

イ
テ
ィ
タ
ン
と
い
っ
た
新
種
の
恐
竜
化

石
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

な
ぜ
勝
山
市
で
多
く
の
恐
竜
化
石
が

発
見
さ
れ
て
い
る
の
？　

恐
竜
は
広
い

大
陸
に
生
息
し

て
い
た
生
き
物

で
す
。
恐
竜
時

代
の
勝
山
市

は
、
中
国
大
陸

の
東
端
に
位
置

し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
暮

ら
す
恐
竜
た
ち

は
、
や
が
て
息

絶
え
大
河
や

沼
、
湖
の
底
な

ど
で
土
砂
に
埋

ま
り
、
地
中
に

封
じ
込
ま
れ
て

長
い
時
間
を
経

て
化
石
に
な
り

ま
す
。
恐
竜
の

化
石
が
眠
る
大

地
は
、
地
球
の
プ
レ
ー
ト
運

動
に
よ
り
中
国
大
陸
か
ら

徐
々
に
引
き
離
さ
れ
、
日
本

海
、
そ
し
て
、
現
在
の
日
本

列
島
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
勝
山
市
で
発
見
さ
れ
る

恐
竜
化
石
は
、
そ
の
変
動
す
る
大
地
と

と
も
に
大
陸
か
ら
勝
山
に
や
っ
て
来
た

の
で
す
。

　

恐
竜
化
石
が
眠
る
地
層
は
、
今
か
ら

約
１
億
２
０
０
０
万
年
前
の
白
亜
紀
前

期
の
も
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
発
掘
さ
れ

た
恐
竜
の
化
石
や
足
跡
化
石
な
ど
か
ら

進
化
の
過
程
や
恐
竜
の
行
動
パ
タ
ー
ン

な
ど
が
明
ら

か
に
な
っ
て

き
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か

恐
竜
化
石
だ

け
で
は
な

く
、
淡
水
生

の
貝
や
植

物
、
哺
乳
類

な
ど
の
化
石
も
一
緒
に
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
恐
竜
時

代
の
勝
山
市
の
古
環
境
を
解
明
す
る
手

が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
恐
竜
化

石
と
同
様
に
と
て
も
貴
重
な
も
の
と
言

え
ま
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

－ 第２回 － 第２回 －－　恐竜化石産地・勝山　恐竜化石産地・勝山

恐竜化石が眠る縞々の地層
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ご
み
ご
み  

減
量
化

減
量
化  

大
作
戦

大
作
戦

〜
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
も
努
め
よ
う
〜

〜
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
も
努
め
よ
う
〜

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
半
分
が
生
ご
み
で
、
そ
の
う

ち
４
分
の
１
が
食
べ
残
し
な
ど
、

本
来
食
べ
ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」

で
す
。

　

福
井
県
で
は
、
家
庭
や
外
食
時

に
福
井
の
食
材
を
お
い
し
く
食
べ

き
り
、
食
べ
残
し
の
減
量
化
を
進

め
る
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き

り
運
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

勝
山
市
も
こ
の
運
動
に
取
り
組

み
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
ご
み

の
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

•
買
い
物
前
に
は

冷
蔵
庫
の
中
を
確
認

•
量
り
売
り
や
バ
ラ
売
り
の
利
用

• 

週
１
回
消
費
期
限
が
近
い
食
材

を
使
い
切
る
「
冷
蔵
庫
一
層

デ
ー
」
を
設
定

賞
味
期
限
と
消
費
期
限

賞
味
期
限

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期
限
。

賞
味
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん

消
費
期
限

こ
の
期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な

い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
期
限

生
ご
み
の
水
切
り

　
　
　

も
う
あ
と
一ひ
と

搾し
ぼ

り

　

生
ご
み
の
約
８
割
を
占
め
る
水

分
を
減
ら
す
こ
と
で
、
ご
み
の
量

も
ぐ
ん
と
減
り
ま
す
。
三
角
コ
ー

ナ
ー
や
排
水
口
に
た
ま
っ
た
生
ご

み
は
水
切
り
し
て
、
ご
み
袋
に
入

れ
る
前
に
は
、
最
後
に
も
う
ひ
と

絞
り
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
勝
山
市
で
は
、「
生
ご
み

処
理
機
」
や
「
生
ご
み
処
理
堆
肥

化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」
の
購

入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
7

勝
山
市

勝
山
市

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
締
切
間
近

作
品
募
集
締
切
間
近

　

全
10
部
門
へ
の
ご
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切
▼
７
月
31
日
㈭

当
日
消
印
有
効

募 

集
部
門
▼
勝
山
の
春
、
夏
、
秋
、

冬
、
恐
竜
、
白
山
・
平
泉
寺
、

勝
山
城
博
物
館
、
ス
キ
ー
ジ
ャ

ム
勝
山
、
越
前
大
仏
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道

※ 

応
募
作
品
数
は
１
部
門
に
つ
き

１
人
３
点
ま
で
（
最
大
で
１
人

30
点
応
募
で
き
ま
す
）

賞 

▼
グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
点
）、
入
選

（
30
点
）、
特
別
賞
、
部
門
賞

申 
・
問　

観
光
政
策
課

　
　
　
　
　
（
市
役
所
２
階
）

 

☎
88
‐
８
１
１
7

H20白山・平泉寺部門
特選「照らされた道」

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　

第
２
回
勝
山
市
長
杯
争
奪
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
７
月
19
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜

※
雨
天
時
７
月
20
日
㈰
に
順
延

と
こ
ろ
▼
弁
天
緑
地
公
園

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

内　

容
▼
個
人
戦　

36
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

申
込
締
切
▼
７
月
16
日
㈬

申 
・
問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

 

☎
88
‐
８
１
１
４

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

５
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

と　

き
▼
７
月
21
日
（
月
・
祝
）・

27
日
㈰　

午
前
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ
▼
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
広
場

※
21
日
は
10
ポ
イ
ン
ト

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

と　

き
▼
８
月
10
日
㈰

午
前
８
時
〜
９
時

と
こ
ろ
▼
荒
土
小
学
校
体
育
館

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
東
京
奥
越
経
済
同
友
会
よ
り寄

付

　

児
童
図
書
の
購
入
費
と
し
て
10

万
円
。「
山
口
茜
選
手
を
育
て
る

会
」
と
「
勝
山
の
ア
ス
リ
ー
ト
を

育
て
る
会
」
に
そ
れ
ぞ
れ
15
万
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

龍り
ゅ
う
せ
ん川
組そ

よ
り
寄
付

　

同
会
に
属
す
る
21
ケ
寺
よ
り
、

福
祉
目
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
托

鉢
で
集
め
ら
れ
た
中
か
ら
５
万
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。


